
湿

原

と

は

何

か
阪

口

豊

Oは

じ

め

に

岩
波
生
物
学
辞
典
に
よ
る
と
湿
原

は

「
土
壌
が
低
温
、
過
湿
な
ど

の
た
め
に
枯
死
体

の
分

解
が
阻
害
さ
れ
、
泥
炭
が
堆
積
し
た
上

に
発
達
す

る
草
原
」
と
な

っ
て

い
る
。

泥
炭
の
堆
積

地
が
泥
炭
地

で
あ
る
か
ら
湿
原
と
泥
炭
地
は
日
本

で
は
同
義

語
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

と
く

に

「
日
本

で
は
」
と

い
っ
た
の
は
、
外
国

に
は
日
本

で
は
き
わ
め
て
稀
な
森
林
泥
炭
地
が
か

な
り
多
く

、
こ
の
よ
う

な
泥
炭
地
は
景
観
的
に
は
草
原

で
は
な
く
、
上
の
説
明
と
合
致
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
湿
原
は
地
表
面
の
植
生
や
景

観
に
着
目
し
、
泥
炭
地
は
土
地

の
構
成
物
質

に
着
目
し
た
用
語

で
、
立
場

の
相
異
に
す
ぎ
な

い
と
い
え
る
か
も
知
れ
な

い
。

日
本

で
は
多

く

の
場
合

、
生
物
学
者
は
湿
原
を
、
地
学

・
農
学

・
工
学
関
係
者
は
泥
炭
地
を
使
用
す
る
。

し
か
し
、
景
観
的
な
湿
原
に
必
ず
泥
炭
層
が
あ
る
と

い
う

わ
け
で
は
な

い
。

河
川
の
運
搬
物

質

が
絶
え
ず
堆
積
し
て

い
る
三
角
州
の
湿
原
な
ど
に
は
、
泥
炭
層
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、
植
物

の
遺
体
が
腐
植
化
し
泥
炭
と
は

い
え
な

い
状
態
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
農
耕
地
や
市
街
地
な
ど
に
変

っ
て
し
ま

っ
た
泥
炭
地
は
も
は
や
湿
原

で
は
な

い
が
、
泥

炭
層

が
あ
る
と

い
う

こ
と
で
泥
炭
地
と
呼
ん

で
さ
し

つ
か
え
な
い
し
、
オ
ラ

ン
ダ
で
は
地
表

か
ら

一
m
以
内
に
五
〇

㎝
以
上

の
泥
炭
層

の
あ
る
と
こ
ろ
を
泥
炭
地
と
し

て
い
る
よ
う

に
、

泥
炭

地
の
概
念
は
湿
原
よ
り
も
広

い
。

フ
ィ
ン
ラ

ン
ド

の
林
学
者
で
泥
炭
地

の
研
究
者
と
し

て
知
ら
れ
る
A

・
カ
ヤ

ン
デ
ル
は
、
泥
炭
地
を

「
生
き

て
い
る
泥
炭
地
」
と

「
死
ん
だ
泥
炭

地
」
に
わ
け

た
が
、
湿
原
は

「
生
き
て

い
る
泥
炭
地
」

に
相
当
す

る
。

こ
こ
で
は
湿
原
を
泥
炭
地
と
同
義

と
み
な
し
、
著
者

の
地
学
的
立
場
上
、
湿
原
を
湿
原
植

物

の
生
育
し

て
い
る
場
所

と
い
う

よ
り
も
、
泥
炭
層

の
堆
積
し
て
い
る
場
所

と
い
う
観
点
か

ら
話
を
進

め
て
行
き
た

い
。
立
場
を
鮮
明

に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
は

「湿
原
」

の
代
り

に

「
泥
炭
地
」
を
使

用
し
、
場
合
に
よ
り

「
湿
原
」
を
併
用
す

る
こ
と
に
す

る
。
泥
炭
地
の

研
究
に
は
い
ろ

い
ろ
な

立
場
が
あ
る
。
読
者

の
多
く
は
生
物
学
的
な
立
場

か
ら

の
泥
炭

地
に

興
味
を
も

っ
て
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

一
方
で
は
土
地
利
用
の
立
場
か
ら
泥
炭
地
を
研
究
す
る

農

学
、
工
学
的
立
場

が
あ
る
。

ま
た
泥
炭
地
を
泥
炭

の
鉱
床

と
み
な
し
、
そ

の
資
源
と
し
て

の
利

用
を
研
究
す
る
立
場
も
あ

る
。

で
は
地
学
的
に
は
泥
炭
地
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ

て

い
る
の
だ
ろ
う

か
。

第

一
に
、
泥
炭
地
が
完
新
世
の
所
産

で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
著
者
は
最
終
氷
期

の

極
盛
期
に
は
植
物
生
産
量
は
少
な
く
今
日
わ
れ
わ
れ
が
認
め
得
る
程
度

の
泥
炭
層

が
形
成
さ

れ
ず
、
本
格
的
な
形
成
は

=
二
、
○
○
○
ー

一
一
、
○
○
○
年
前

の
暖
化
期

(
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
ベ
ー
リ

ン
グ

・
ア

レ
レ
ー
ド
期
、
厳
密

に
い
う
と
両
者

の
間
に
古
ド
リ
ア
ス
期

と
呼
ば
れ

る
二
〇
〇
年
程
度

の
寒
冷
期
が
あ
る
が
、
明
確
に
あ
ら
わ
れ
な

い
地
域
も
あ
る
)
に
始
ま
る

と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
今
日
み
ら
れ
る
泥
炭
地
の
大
部
分
は
五
〇
〇
〇
ー
六
〇
〇
〇
年

2



前
頃
か
ら
世
界
各
地
で

一
斉

に
形
成
さ
れ
始

め
た
。

過
去
に
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
に
盛
ん
に
泥

炭
が
堆
積
し
た
と

い
う
証
拠
は
、

い
ま

の
と
こ
ろ
見

つ
か

っ
て
い
な

い
。
と
く

に
二
五
〇
〇

1

三
〇
〇
〇
年
前
頃

か
ら
形
成
作

用
は

一
層
促
進
さ
れ
た

(
表

一
)。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
時

代
の
泥
炭

の
堆
積
速
度

が
世
界
各

地
で
こ
れ
以
前
に
く
ら
べ
著
し
く
大
き

い
こ
と
と
関
係

が

あ
る
。
現
在
で
も
西

シ
ベ
リ
ア
低
地

の
イ
シ

ュ
コ
リ
泥
炭
地

で
は
二
五
〇
〇
年
前

か
ら

一
二

五
〇
年
前

の
間
に
二

一
〇

m
、

一
二
五
〇
年
前
か
ら
八
二
〇
年
前
の
間

に
九
〇

m
、
八
二
〇

年
前

か
ら
現
在
ま
で
に
七
五

m
も
泥
炭
地
が
周
辺

の
森
林
に
侵
入
し
て
い
る
。

西
シ
ベ
リ
ア

の
針
葉
樹
林
帯
全
体

で
は
年
間
四
五

一
、
○
○
○
㎞
(サ

ロ
ベ
ツ
泥
炭
地

の
約
三
倍
)
の
割
合

で
泥
炭
地
が
拡
大
し

て
い
る
と

い
う
。

原
因
は
山
火
事
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

気
候
変
化

が
関
係
し

て
い
な

い
と

い
え

る
だ
ろ
う
か
。
完
新
世

は
泥
炭
地
の
時

代
だ
と
い

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
。

第

二
に
、
泥
炭
地
は
す
ぐ
れ
た
環
境

西 シベ リアの 完 新世 に お け る泥 炭 地 の発 達

(Neishtadt,1977を 簡 略化 ン

表1

絶対年代(BP) 面 積(km2) 増 加 分(km2)

8000 11,000 一

6000 127,000 116,000

4000 348,000 221,000

2000 602,000 254,000

現在 786,000 184,000

国別泥炭地面積表2

国 名 1 II III

1ソ 連 150×106ha 71.5×106ha 73×106ha

2カ ナ ダ 150 10 9.5

3ア ラ ス カ(USA) 49.4 一 }

4USA(ア ラスカを除 く) 10.24 7.5 7.5

5イ ン ド ネ シ ア 26.3 14.7 1.35

6フ ィ ン ラ ン ド 10.4 10.0 10

7ス ウ ェ ー デ ン 7.0 5.5 5.0

8中 国 3.48 一 一

9ノ ル ウ ェ ー 3.0 3.0 1.0

10マ レ ー シ ア 2.36 一 一

11イ ギ リ ス 1.58 1.6 一

12ウ ガ ン ダ 1.42 一 一

13ポ ー ラ ン ド 1.35 1.5 1.5

14ア イ ル ラ ン ド 1.18 1.2 一

15西 ド イ ツ 1.11 1.1 5.25*

16ア イ ス ラ ン ド 1.0 1.0 0.3

日 本 0.250** 0.2 0.2

変
動

の
記
録
者
で
あ

る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

泥
炭
地

の
形
成
に
と

っ
て
も

っ
と
も
大
切
な

も

の
は
水
で
あ
る
。

水

の
賦
存
状
態
と
性
質

で
泥
炭

の
も
と
に
な
る
植
物
の
種
類
が
規
定
さ

れ
、
そ
の
生
育
が
左
右
さ
れ
る
。
そ

の
遺
体
は
水
の
存
在

に
よ

っ
て
完
全
に
分
解
さ
れ
る
こ

と
な
く
泥
炭

に
な
る
。

凹
地
に
水

が
多
す
ぎ
れ
ば
湖
に
な
り
、
少
な
す
ぎ
れ
ば
単
な
る
乾

い

た
陸
地
に
な

っ
て
し
ま
う
。

い
い
か
え
る
と
、
泥
炭
地
は
維
持
す
る
水
の
賦
存
状
態
の
微
妙

な
バ
ラ

ン
ス
の
上

に
成
り
立

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
が
で
き

る
。
し
た
が

っ
て
、
水
収
支

の

変
化
が
泥
炭
地

の
植
生
、
微
地
形
、
泥
炭
層

の
性
質
に
き
わ
め
て
敏
感
に
反
映
す
る
。

一
方
、
泥
炭
地

の
水
収
支
を
支
配
す
る
の
は
気
候
と
地
形

で
あ

る
。
気
候
や
地
形
に
変
化

が
起
き
れ
ば
泥
炭
地
の
水
収
支
は
変
化
し
、
植
生
、

微
地
形
、
泥
炭
層

に
そ
の
変
化
が
記
録
さ
れ
る
。
地

形
は
降
水
量

の
変
動
や
地
殻
変
動
、
海
面
変
動

に
よ

っ
て
変
化
す
る
。
泥
炭
地

の
様

々
な
変
化
の
中
に
は
、

,

、

こ
の
よ
う

な
地
形

の
変
化

の
結
果
と
み
ら
れ
る
も

の

6IKivinen&Pakarinen,198ユ,IIGbttlich,1976

11阪 口 、1974、*東 ・西 ド イ ツ 、**デ ー タ の 根 拠 不 明

頂位20位 。

が
あ

る
は
ず

で
あ

る
。

変
動
き
わ
ま
り
な

い
自
然

の
中

で
、
泥
炭
地
存
立

の
微
妙
な
条
件
を
維
持
す

る
こ
と
は
む
ず

か
し

い
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
泥
炭
地
は
本
来
は
か
な

い
命
の
持
ち
主
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な

素
質

の
も

の
が
生
き
長
ら
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
特
異
な
現
象
と

い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
泥
炭
地

の
研
究
に
は
泥
炭
地

の
生
長
し

た
背
景
を
探
る
楽
し

み
が
あ
る
。
尾
瀬

ケ
原
に
見
事

に
発
達
し
て

い
る
ケ

ル
ミ
ー

シ
ュ
レ

ン
ケ
複
合

体

と
呼
ば

れ
る
微

地
形

(大
雪
山

の
湿
原

に
も
見
ら
れ
る
。
上
空
か
ら
見
る

と
指
紋
状
、
網
状
、
梯
子
状

の
パ
タ
ー

ン
に
な
る
)

の
消
長

は
、
湿
原
表

面
の
乾
湿

の
微
妙
な
変
化
を
反

映
し
て

い
る
。

今
後

、
環
境

の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

の

泥
炭
地
に
も

っ
と
関
心
を
も

つ
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

3



か
。泥

炭
層

は
お
だ
や
か
な
環
境

で
静
か

に
堆
積
し
た
堆
積
物

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
わ

れ
や
す

い
物
体
も
、
混
入
し
た
わ
ず

か
な
量

の
物
質
も
き
わ
め
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
酸

化
作

用
に
弱

い
物
質
の
保
存

に
も
都
合

が
よ

い
。
泥
炭

の
中

に
は
動
物
や
人

の
遺

体

(
泥
炭
埋
没
死
体

と
い
っ
て
デ

ン
マ
ー
ク
、
北
西
ド
イ

ツ
、
オ
ラ

ン
ダ
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど

で
五
〇
〇
体
以
上
の
人
体
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
年
代
は
㏄
五
〇
〇
年
-

佃
五
〇
〇
年

に
わ
た
る
)、
文
化
遺
物
、

日本の泥炭地の地学的分類表3

主 要 酒 養 水

発 生 型 地 形 型 地表水 または天水 ・地表水
天 水

同期的湛水 常 時湛水

地下水 または
天水 ・地下 水

陸 化 型
盆 地 泥 炭 地

沿 岸 泥 炭 地

○

○

中 間 型 氾濫原泥炭地 ○

沼 沢 化 型

段丘崖下泥炭地

谷 底 泥 炭 地

谷 頭 泥 炭 地

斜 面 泥 炭 地

山稜 泥 炭 地

○

○

○

○

○

○

(Sakaguchi,ユ979を 改 変)

花
粉

・
胞
子

・
火
山
灰

・

そ
の
他

の
風
塵

な
ど
が
や

わ
ら
か
く
包
み
込
ま
れ
る

よ
う

に
し

て
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
環
境

の

復
元
に
貴
重
な
鍵
と
な
る
。

ま
た
泥
炭

が
蛇
年
代
測
定

に
と

っ
て
好
都
合
な
試
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
包

含
層

位

の
年
代
を
絶
対
年
代

で

把
握

で
き
る
強
み
が
あ
る
。

天
水
酒
養
泥
炭
地
で
は
降

水

の
化
学
成
分
が
湿
原
植

物

に
と
り
込
ま
れ
る
の
で
、

層
位
別

の
泥
炭

の
化
学
分

析
に
よ

っ
て
大
気
中

の
物

質
の
時
間
的
変
化
を
追
跡

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ

の
よ
う
な
環
境
の
指
標
と

し
て
の
泥
炭
地
の
研
究
、

こ
れ
が
著
者

の
立
場

で
あ

る

。

0泥
炭
地
は
世
界

い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
る

泥
炭
地
は
植
物

の
生
産
量

が
分
解
量
に
ま
さ
る
と
こ
ろ

に
形
成

さ
れ
る
。
植
物
の
生
産
と

有
機
物

の
分
解
作
用
は
気
候

と
地
形

・
地
質
条
件
に
支
配
さ
れ
る
か
ら
、
泥
炭
地
の
分
布
は

ま
ず
気

候
に
よ
り
大
局
的

に
き
ま
り
、
地
形

・
地
質
条
件

に
よ

っ
て
そ
の
細
部
が
決
定
さ
れ

る
。
か

つ
て
泥
炭
地
は
熱
帯

に
は
で
き
な

い
と
い
う
見
解
が
あ

っ
た
が
、

い
う
ま
で
も
な
く

こ
れ
は
誤
り
で
、
今
で
は
熱
帯

に
も
広
く
泥
炭
地
が
分
布
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
熱
帯

の
泥
炭
地

の
実
態
は
ま
だ
充
分
に
は
わ
か

っ
て

い
な

い
。

泥
炭
地
は
砂
漠
気
候
と
氷
雪
気
候

の
地
域
を
除
け
ば
ど
の
気
候
地
域
に
も

で
き
る
と
は

い

う
も

の
の
、
や

は
り
大
半

は
北
半
球

の
針
葉
樹
林
帯
、
第
四
紀
に
氷
床

が
あ

っ
た
北
ア
メ
リ

カ
や
北

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
に
あ

る
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
地
帯

の
気

候
が
泥
炭

の
形
成
に
適

し

て
い
る

こ
と
、
永
床

の
消
失
し
た
跡
に
は
泥
炭
地
が
形
成
さ
れ
や
す

い
浅

い
凹
地
が
残
さ

れ

る
こ
と
、
針
葉
樹
林
下
に
形
成
さ
れ
た
ポ
ド
ゾ

ル
の
集
積
層
が
融
雪
水

の
浸
透
を
困
難
に

し

て
地
表
を
湿
潤
化
さ
せ
る
こ
と
、
永
久
凍
土
が
あ

っ
て
地
表
に
水
が
た
ま
り
や
す

い
こ
と

な

ど
の
原
因
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

あ
る
地
域
の
泥
炭
地
の
面
積
を
定
め
る
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
な

い
。
泥
炭
地
を

「生

き

て

い
る
泥
炭
地
」
に
限

る
か
、

「
死
ん
だ
泥
炭
地
」
ま

で
含
め
る
か
に
よ

っ
て
そ
の
値
は

全
く
異
な

っ
て
し
ま
う
。
ま

た
、

「
死
ん
だ
泥
炭
地
」
を
単
に
湿
原

の
景
観
を
失

っ
た
泥
炭

の
堆
積

の
停
止
し
た
も
の
に
限

る
か
、
土
砂
を
か
ぶ

っ
た
も
の
も
含

め
る
か
、
土
砂

の
厚
さ

が
ど
の
程
度
な
ら
ば

「
死
ん
だ
泥
炭
地
」
の
範
時
に
入
れ
て
よ

い
の
か
と

い
っ
た
問
題
も
起

き

る
。
表
二
に
三
組
の
泥
炭
地

の
国
別
面
積
が
あ
げ
て
あ
る
。

11
、
m
の
デ
ー
タ
は
大
体
合

っ
て
い
る
が
、
1
と
H
、
m
の
間

に
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
以
外
で
は
著
し

い
喰

い
違

い
が
あ

る
。

と
く
に
カ
ナ
ダ
は
ー
で
は
H
、
m

の
値

の

一
五
倍

に
も
な

っ
て
、
ソ
連
と
と
も

に

一
躍

世

界

一
の
泥
炭
地
国
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
喰

い
違

い
は
・王
と
し
て

泥
炭
地

の
調
査

が
充
分
に
行

わ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
ど
の
よ
う

な
状
態

の
泥
炭
地
ま

で
を

「
泥
炭
地
」
と
し
て
認

め
る
か
の
問
題

が
か
ら
ん
で
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
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世
界

の
泥
炭
地
の
総
面
積

の
推
定
値
も
、

一
九
二
九
年

一
〇
〇

×
炉
㎞

(
一
・
○

×
び
㎡

)
、

k

一
九
六
四
年

一
一
二

×
び
㎞
、

一
九
六
九
年

一
五
〇
×
炉
㎞

、
一
九
七
四
年

二
三
〇

×
び
㎞
、

一
九
八

一
年
四
二
二

・
○
八
五
×
び
㎞

と
年
と
と
も

に
増
大
し

て
来
て
い
る
。

こ
れ
は
熱
帯

や
極
地
な
ど
の
泥
炭
地
の
分
布
の
実
態

が
次
第

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
結
果
を
反
映
し
て

い
る
も
の
で
、
キ
ヴ
ィ
ネ

ン
と
バ
カ
リ
ネ

ン

(
一
九
八

一
)
に
よ
る
と
熱
帯

・
亜
熱
帯

の
す

べ
て

の
泥
炭
地
を
含
め
る
と
世
界
全
体

で
五
〇
〇
×
贈
㎞

(五

×
炉

歴
、
日
本

の
国

土
の
約

=
二
倍

)
に
達
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

ム
ー
ア
と
ベ
ラ
ミ
ー

(
一
九
七
四
)
に
よ
る
と
世
界

の
泥
炭
地
を
二
三
〇
×
贈
㎞
と
し

て
そ

の
乾
燥
重
量
は
三
三
〇

×
ぴ
t
で
、

こ
れ
が
燃
焼
す

　

　

　

る
と
○

.
五

×
び

t
の
CO
が
発
生
す
る
と

い
う
。
因
み
に
現
在

の
空
気
中

の
CO
量

は
二

.
三

　

へ

×
01

t
で
あ
る
。

1

0泥
炭
地
の
分
類
に
つ
い
て

泥
炭
地
は
目
的

に
応
じ
様

々
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
泥
炭
地
の
分
類

で
も

っ
と
も
よ
く
使

わ
れ

て
い
る

の
は
高
位
、
中
間
、
低
位
泥
炭
地
、
あ
る

い
は
高
層

、
中
層
、
低
層
湿
原

で
あ

る
。

低
位
、
中
間
、
高
位
と

い
う

の
は
泥
炭
地
を
含
む
土
地

の

一
般
地
下
水
面
に
対
す

る
泥

炭
地
表
の
相
対
的
関
係
を
表
現
し
た
も

の
で
、
地
理
的
な
低
所
、
高
所
と

い
う
意
味

で
は
な

い
。

地
下
水
面
以
下
で
泥
炭

の
堆
積

が
行
わ
れ
て

い
る

の
が
低
位
泥
炭
地
、
ま
わ
り

の
土
地

の
地
下
水

面
よ
り
も
泥
炭
地
表
が
高
く
な

っ
て
い
る
の
が
高
位
泥
炭
地
、
両
者

の
中
間

が
中

間
泥
炭
地

で
あ

る
。

一
方
、
泥
炭
地
表
が
地
下
水
面
下
か
そ
れ

に
近

い
場
合

に
は
、
泥
炭
地
は
地
下
水

と
地
表

水
に
よ

っ
て
酒
養
さ
れ
る
の
で
栄
養

分
が
豊
富

で
、
泥
炭
地
に
は
富
栄
養
性

の
植
物

が
生
育

す
る
。

泥
炭

の
堆
積
が
進
み
泥
炭
地
表

が
ま
わ
り

の
地
下
水
面
よ
り
高
く
な
る
に
従

っ
て
、

泥
炭

地
の
洒
養
水
は
降
水
や
霧

の
よ
う

な
天
水

に
変

っ
て
く
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
植
物
は

貧
栄
養
性

の
も

の
と
交
代
す
る
。

つ
ま

り
、
低
位
泥
炭
地
11
地
下
水

・
地
表
水
洒
養

泥
炭
地

11
富

栄
養
性
泥
炭
地
、
高
位
泥
炭
地
11

天
水
酒
養
泥
炭
地
11
貧
栄
養
性
泥
炭
地
と

い
う
関
係

が
成
立
す
る

こ
と
に
な
る
。
低
位
、
高
位
泥
炭
地
と
い
う
用
語

に
は
先
に
述

べ
た
よ
う

に
地

理
的

に
低
所
あ
る

い
は
高
所
に
あ

る
泥
炭
地
と
誤
解
さ
れ
や
す

い
上

に
、
地
下
水
面
と
の
関

係

が
す

っ
き
り
と
は
理
解
し
に
く

い
き

ら
い
が
あ
る
。

湖

が
埋
積
さ
れ
て
低
位
泥
炭
地
に
変
り
、
最
後

に
ド
ー
ム
状
に
盛
り
上

っ
た
高
位
泥
炭
地

が
で
き
る
と

い
う
模
式
的
発
達
過
程
が
日
本

で
は
大
変
よ
く
普
及
し

て
い
て
、
す

べ
て
の
泥

炭
地

が
こ
の
よ
う

に
し
て
発
生
し
、
高
位

泥
炭
地

と
い
え
ば
ド
ー
ム
状

に
盛
り
上
る
も
の
と

信
じ

て
い
る
人
が
少
な
く
な

い
。
し
か
し
実
際

に
は
貧
栄
養
性
泥
炭
地

の
意
味
で
の
高
位
泥

炭

地
は
必
ず

し
も
ド
ー

ム
状
に
な
る
と
は
限
ら
な

い
。

一
見
ド
ー
ム
状

に
見
え
て
も
そ
れ
は

泥
炭
層
基
盤

の
起
伏
を
反
映
し
て
い
る
に
す

ぎ
な

い
も
の
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
サ

ロ
ベ
ツ

の
高
位
泥
炭
地
は
ほ
と
ん
ど
平

坦
で
あ
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
高
位
泥
炭
地
と

い
う
用
語
は

「
ド

ー
ム
状
泥
炭
地
」
よ
り
も
広
義
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な

る
と
高
位
泥
炭
地
と

い

う
用
語
を
生
か
す
限
り
、
形
態
的
な
特
徴
を
示
す
形
容
詞
を

つ
け
て

「
ド
ー

ム
状
高
位
泥
炭

地
」
(
周
縁
斜
面
が
明
確

で
盛
り
上
り

の
頂
点
が
泥
炭
地
の
中
心
近
く

に
あ

る
も

の
)
、
「
楯
状

高
位
泥
炭
地
」
(
盛
り
上
り

の
頂
点
が
偏

っ
て

い
る
泥
炭
地
。
や
や
傾
斜
し

た
と
こ
ろ
に
で
き

る
)
と
か

「
平
坦
高
位
泥
炭
地
」
な
ど
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

低
位
、
高
位
泥
炭
地

と
い
う

分
類
は
発
展
段
階
に
よ
る
分
類

の

一
つ
で
あ

る
。
ま
た

一
方

に
発
生
論
的
分
類
と

い
う

の
が
あ
り
、
泥
炭
地
は
陸
化
型
と
沼
沢
化
型
に
わ
け
ら
れ
る
。
陸

化
型
は
湖

が
埋
積
さ
れ
て
泥
炭
地
が
発
生
す
る
タ
イ
プ
、
沼
沢
化
型
は
乾

い
た
土
地
が
何
ら

か
の
原
因

で
湿

っ
て
泥
炭
地
に
な
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
泥
炭
地

は
低
位
↓
高
位
泥
炭

地
と
発
展
す

る
か
ら
、
発
生
論
的
分
類
は
発
展
段
階
に
よ
る
分
類

と
組

み
合
せ
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

泥
炭
地

が
立
地
す

る
地
形
と
泥
炭
地

の
発
生
原
因
と
は
密
接
な
関
係
を
も

っ
て
い
る
。

一

方

、
泥
炭
地

の
発
生

・
発
展
に
と

っ
て
不
可
欠
な
も
の
は
酒
養
水

で
あ
る
が
、
関
与
す

る
洒

養

水
の
種
類
は
ま
た
地
形
や
発
生
原
因

と
密
接
な
関
係

に
あ
る
。
そ

こ
で
著
者

は
地
学
的
な

立
場
か
ら
日
本

の
泥
炭
地
に
適
用
で
き
る
分
類
と
し
て
、
泥
炭
地

の
成
因
と
地
形
と
酒
養
水

の
組
合

せ
に
よ
る
分
類
を
考
え
て
み
た

(
表
三
)。
た
だ
こ
の
分
類
は
泥
炭
層

位
な
ど

の
地
質

デ
ー

タ
を

必
要

と
す

る

の
で
、
ど
ん
な
場
合

で
も
簡
単
に
適
用

で
き
る
と

い
う
わ
け
に
は

い
か
な

い
。
泥
炭
地
調
査

の
予
察
的
な
段
階

で
の
有
効
な
分
類

は
、
植
生

の
特
徴

に
も
と
つ

く
貧
、
中
、
富
栄
養
性
泥
炭
地

(湿
原

)
、あ
る

い
は
標
徴
的
植
物
名
を

つ
け
た
分
類
で
あ
ろ

う
。

ヨ
シ
泥
炭
地

(
湿
原
)
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
泥
炭
地

(
湿
原
)
と

い
う
呼
び
名
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
泥
炭
地

(湿
原

〉
の
栄
養

の
程
度

や
酒
養
水
源
な
ど
を
容
易
に
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
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便
利
さ
が
あ
る
。

古
く
か
ら
泥
炭
地
が
民
衆

の
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も

っ
て

い
た
地
域

に
は
泥
炭

地
の
タ

イ
プ
を
表
現
す
る
適
切
な
言
葉
が
あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
低
位
泥
炭
地

(
地
下
水

・
地
表
水
滴
養
泥
炭
地
)
に
対
し
て
フ

ェ
ン
、
高
位
泥
炭
地

(
天
水
酒
養
泥
炭
地
)
に
は
、

ボ

ッ
グ

と

い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
。
国
土

の
三
二
%
を
泥
炭
地
が
占

め
る

フ
ィ

ン
ラ

ン

ド
で
は
小
学
校

の
教
科
書
に
泥
炭
地

の
分
類

が
の

っ
て

い
る
と
い
う

(広
島
大

.
関

太
郎

氏
談
)
、
そ
れ
に
よ

る
と
泥
炭
地
は
コ
ル
ピ
、
レ
メ
、

レ
ッ
ト
、
ネ
ヴ
ォ
に
わ
け
ら
れ
、

コ
ル

ピ
は
針
葉
樹
の
生
え
た
森
林
泥
炭
地
、

レ
メ
は
低

い
オ
ウ
シ

ュ
ウ
ア
カ

マ
ツ
の
生
え
た
泥
炭

地
、

レ
ッ
ト
は
褐
色
泥
炭
地
と

い
い
、
ヤ
ナ
ギ
ゴ
ケ
科
、

ハ
イ
ゴ
ケ
属
な
ど
の
蘇
類

の
生
え

た
泥
炭
地
、
ネ
ヴ
ォ
は
白
色
泥
炭
地

で
ミ
ズ
ゴ
ケ
泥
炭
地
を
指
す
。

O日
本
の
泥
炭
地
の
特
徴

日
本

の
泥
炭
地

は
地
域
的
に
著
し
く
偏

っ
て
分
布
し
て
い
る
。

分
布

の
第

一
の
特
徴
は
高

位
、
低
位

の
泥
炭
地

と
も
中

・
北
日
本

に
集
中
し
、
西
日
本
に
は
き
わ

め
て
わ
ず

か
し

か
分

布
し
て

い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
特
徴

は
高
地

の
泥
炭
地
は
ほ
と
ん
ど
が
第
四
紀
火
山

岩

の
分
布
域
に
分

布
し

て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
、
特
定

の
火
山
地
帯
に
群
生
し

て
い

る
。
北
海
道

の
大

雪
山
、
暑
寒
別
岳
、

ニ
セ

コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
、
本
州
の
八
幡
平

・
秋

田
駒

ケ

岳
地
方
、
栗
駒
山
、
月

山
、
蔵
王
山
、
吾
妻

山
、

日
光

・
尾
瀬
地
方
は
と
く
に
顕
著

で
あ
る
。

高
地

の
泥
炭
地
が
火
山
地
帯
に
集
中
す
る
の
は
、
火
山
に
は
泥
炭
地
が
発
達
し
や
す

い
不
透

水
性

の
浅

い
凹
地
や
平
坦
地
が
で
き
や
す

い
こ
と
、
酒
養
水
と
し
て
の
湧
水
が
豊
富

で
あ
る

こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
高
地

の
泥
炭
地

が
中

・
北

日
本
に
多

い
の
は

第
四
紀
火
山

の
分
布
が
中

・
北
日
本

に
集
中
し
て

い
る

こ
と
に
よ
る
が
、
な
ぜ
特
定

の
火
山

と
そ

の
周
辺
に
集
中
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

日
本

に
は
湖

が
埋
積
さ
れ
て
泥
炭
地
化
し
た
陸
化
型
泥
炭
地
は
ま
れ
で
あ
る
。
層
位
学
的

に
確
実

に
陸
化
型
と

い
え
る

の
は
尾
瀬

地
方

の
御
池
湿
原
、
米
沢
盆
地

の
大
谷
地
泥
炭
地
な

ど
わ
ず

か
に
す

ぎ
ず

、
地
形
的
に
そ
れ
と
推
定
さ
れ
る
も

の
に
北
海
道

の
雨
竜
沼
湿
原
、
長

野
県
の
唐
花
見
泥
炭
地
と
八
島

ケ
原
湿
原
な

ど
が
あ
る
。
八
島
ケ
原
湿
原

の
泥
炭
は

一
二
、

○
○
○
年
前
に
堆
積
し
始

め
た
と
推
定
さ
れ
、
日
本
で
連
続
し
て
今
日
ま
で
堆
積
し
て

い
る

泥
炭
層
と
し
て
は
、
も

っ
と
も
古

い
も

の
の

一
つ
で
あ

る
。

火
山
体
に
は
通
常
豊
富
な
湧
水
が
あ
る
か
ら
、
日
本

の
山
地
の
泥
炭
地
に
は
湧
水
に
酒
養

さ
れ
た
泥
炭
地
が
あ

る
。

た
と
え
ば
東
北
地
方

の
栗
駒

火
山

の
ツ
ン
ド
ラ
帯
泥
炭
地
は
こ
の

種
の
泥
炭
地
で
、
泥
炭
層

は
ほ
と
ん
ど
ウ
カ
ミ
カ

マ
ゴ

ケ
か
ら
成
り
、

一
部

に
沼
鉄
鉱
が
形

成

さ
れ

一
九
五
八
年
頃

ま
で
採
掘
さ
れ
て

い
た
。

こ
の
種

の
地
下
水
酒
養
泥
炭
地

の
実
態

は

ま
だ
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
面
積
的

に
は
微

々
た
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

日
本
は
第
四
紀
の
後
半

に
入

っ
て
大
き
な
平
野
を
除
き
隆
起
運
動
を
続
け

て
い
る
。

し
た

が

っ
て
、
海
岸
地
帯

に
は
海
岸
段
丘
や
隆
起
海
岸
平
野

が
広
く
分
布
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の

地
形

に
は
谷
壁

の
急

斜
し
た
樹
枝
状
谷

が
刻
ま
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

の
台
地

は
礫

・
砂

・
粘

土
か
ら
成
り
、
多
く
の
場
合
そ

の
上
を
透
水
性
の
よ

い
厚

い
火
山
灰
が
お
お

っ
て
い
て
、
谷

が
不
透
水
性

の
粘
土
層
あ

る
い
は
固
結
し
た
基
盤
岩
を

切

っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
は
粘
土
層
、

基
盤
岩

の
直
上
か
ら

の
湧
水

に
よ

っ
て
段
丘
崖

下
、
あ

る
い
は
樹
枝
状
谷
を
埋

め
る
よ
う

に

し
て
形
成
さ
れ
た
泥
炭
地
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
樹
枝
状
谷

は
完
新
世

の
海
進
時

に
は
奥
深
い

湾
を
形
成
し
て

い
た
。

海
進

が
及
ば
な
か

っ
た
谷
奥

で
は
、
海
面
上
昇
に
と
も
な

い
地
下
水

位
の
上
昇

の
た
め
に
海
進
時

に
も
泥
炭
が
形
成

さ
れ
た
。
海
進
は
東
京
湾
付
近

で
は
六
〇
〇

〇
年
前
頃
を

ピ
ー
ク
と
し

て
や
が
て
海
退
に
転
じ

た
。
樹
枝
状
谷

の
大
部
分

の
泥
炭
地

の
形

成
は
こ
の
海
退
と
と
も
に
始
ま

っ
た
。

こ
れ
ら
の
沈
水
樹
枝
状
谷

の
入
口
付
近

に
は
し
ば
し

ば
砂
嚇
、
砂
州
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
湾
内
は
波
が
お
だ
や
か
で
、
周
囲
の
谷

壁
か
ら
の
湧
水
は
入
江
の
淡
水
化
を
促
進
し
安
定
し

た
酒
養
水
と
な

っ
て
泥
炭
地
を
形
成
し

た
。
東
京
大
学
近
く

の
不
忍
谷
や
春

日
谷
を
は
じ
め
、
武
蔵
野
台
地
東
部

の
谷

に
み
ら
れ
る

泥
炭
地

は
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。

自
然
河
川
で
は
高

水
時

に
は
河
道

の
両
側
に
水

が
あ

ふ
れ
、
運
搬
物
質
を
河
道

の
両
側
に

堆
積

さ
せ
る

の
で
河
道

の
両
側
は
次
第
に
高
く
な

る
。

一
方
、
河
道
と
河
道

に
は
さ
ま
れ
た

平
地
、
あ
る

い
は
河
道
と
山
地

の
間

の
平
地
は
排
水

の
悪

い
湿
地
に
な
る
。
河
道

の
両
側

の

高
ま
り
を
自
然
堤
防
、
湿
地
を
後
背
湿
地
と
呼

ぶ
。
後
背
湿
地
に
入

っ
た
溢
流
水
は
河
道

の

水
位
が
低
下
し
た
後
も
湛
水
を
続
け
、

こ
の
よ
う
な

こ
と
が
年
々
く
り
返
さ
れ

て
泥
炭

地
が

形
成
さ
れ
る
。
世
界

の
泥
炭
地

の
大
半
は
も
と
よ
り
、

日
本
の
大
規
模
な
泥
炭
地
も
ほ
と
ん

ど

こ
の
タ
イ
プ

の
泥
炭
地
で
あ
る
。
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完
新

世
の
海
進
を
受
け

た
地
域
に
お
け
る
泥
炭
地
形
成
期
は
二
期

に
わ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
第

一
期
は

一
八

、
○
○
○
ー

二
〇
、
○
○
○
年
前
以
後

の
海
面
上
昇
に
と
も
な

っ
て
平

野

の
地
下
水
が
上
昇
し

て
湿
地
化
し
、
泥
炭
地
が
形
成
さ
れ
た
時
代

で
あ
る
。

こ
の
時

期
の

泥
炭

は
間
も
な
く
海

に
お
お
わ
れ
て
し
ま
う

の
で
厚
く
は
な

ら
な

い
。

こ
の
種

の
泥
炭

を
基

底
泥
炭
と

い
い
、
サ

ロ
ベ
ツ
泥
炭
地
や
東
京
湾
周
辺
な
ど
で
知
ら
れ

て
い
る
。
第
二
の
形
成

期
は
海
退
期
で
あ

る
。
日
本
で
は

一
般
に
完
新
世

の
海
進

は
五
〇
〇
〇
ー

六
〇
〇
〇
年
前

に

海
抜
数

m
の
高
さ
ま

で
上
昇
し
た
後
、
海
退
に
転
じ
た
。
海
進
を
受
け
た
地
域
で
は
最
高
海

水
準
か
ら
現
在

の
海
面
ま
で
海
退

(
一
方
的
に
退

い
た
の
で
は
な
く
、

い
く

つ
か
の
小
さ
な

海
進

・
海
退
が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
)
す
る
間
に
三
角
州

の
前
進

に
と
も
な

い
泥
炭

地

が
形
成
さ
れ
た
。
日
本
の
沿
岸
平
野

の
泥
炭
地
は
こ
の
時
期

の
も

の
で
あ
る
。
し

た
が

っ

て
、

こ
の
地
域

の
泥
炭

の
年
代
は
六
〇
〇
〇
年
よ
り
若

い
の
が
普
通
で
あ

る
。

海
進
を
受
け

な

か

っ
た
内
陸
部

の
平
野
で
は
海
進
期
以
前

か
ら
泥
炭
が
堆
積
し
得
る
か
ら
、

一
万
年
以
上

に
わ
た
る
連
続
し
た
泥
炭
層

が
あ

つ
て
も
よ
い
は
ず

で
あ
る
が
、
著
者

は
知
ら
な

い
。
事
実

な

い
と
す

れ
ば
先
に
述

べ
た

=
二
、
○
○
○
年
以
前
は
泥
炭
地

の
形
成
に
不
利
な
環
境
だ

っ

た
と

い
う
著
者

の
考
え
を
裏
付
け
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

平
地

の
泥
炭
地
が
中
部
日
本
以
北
に
集
中
す
る

の
は
な

ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
近
畿

地
方
以
西

に
は
、
大
阪
平
野
、
筑
紫
平
野
を
除
く
と
中

・
北
日
本

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
平
野

が
な

い
こ
と
が

一
つ
の
原
因
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
充

分
な
説
明
に
な
ら
な

い
。

平
地
の
泥
炭
層

の
堆
積
相
を
見
る
と
、
北
海
道
の
泥
炭
層
は
十
勝
川
下
流
域
や
天
塩
川
沿

い
な
ど

一
部

で
表
層

に
土
砂
を
混
入
す

る
が
、
泥
炭
層
が
完
全
に
純
粋
の
土
砂
に
お
お
わ
れ

る

こ
と
は
稀
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し
、
北
海
道
以
外

で
は
多

く
の
場
合
、
泥
炭
層
は
土
砂
で

お
お
わ
れ
、
あ
る

い
は
土
砂
と
互
層
し

て
連
続
性
に
乏
し

い
の
が
普
通

で
あ
る
。
北
海
道
以

外

の
泥
炭
地
で
連
続
し

た
厚

い
泥
炭
層
が
み
ら
れ
る

の
は
、
洪
積
台
地

の
樹
枝
状
谷
な
ど
河

川

の
影
響

の
少
な

い
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
る
。

泥
炭
地

の
土
砂

は
主

と
し
て
夏
季

の
洪
水
時

に
堆
積
し
た
も

の
で
あ
る
。
洪
水

の
原
因
と

な
る
大
雨
は
、
日
本

で
は
主
と
し
て
台
風
と
梅
雨
前
線
に
よ

っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
。
北
海
道

は
現
在
、
台
風
来
襲

頻
度

は
小
さ
く
、
梅
雨
現
象

は
渡
島

半
島

以
外

で
は
明
瞭

で
は
な

い
。

こ
の
よ
う
な
気

候
特
性

は
少
な
く
と
も
五
〇
〇
〇
1
六
〇
〇
〇
年
前
以
降
続

い
て
い
る
と
考

え
ら

れ
る

の
で
、
北
海
道

の
泥
炭
層

の
連
続
性

は
こ
の
よ
う

な
気
候
特
性
を
反
映
し
て
い
る

も

の
と
思
わ
れ
る
。
北
海
道

の
平
地
に
広
く
泥
炭
地
が
発
達
す
る

の
は
、
植
物
生
産

と
分
解

作
用

の
か
ね
合

い
を
泥
炭

の
堆
積
に
有
利
に
導
く
冷
涼
な
気
候

に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
こ
と
の

ほ
か
に
、
泥
炭
層

の
堆
積
を
さ
ま
た
げ
る
洪
水

の
少
な
か

っ
た
こ
と
が
原
因

で
は
な

い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
州
、
と
く

に
そ

の
西
半
分
、
四
国
、
九
州

の
平
地

で
は
、

気
候
が
北
海
道
よ
り
温
暖
で
あ

る
こ
と

の
ほ
か
、
し
ば
し
ば
洪
水
に
み
ま
わ
れ
や
す
く
泥
炭

地

の
形
成
に
と

っ
て
不
利
な
条
件

に
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、
人
に
よ
る
森
林
破
壊
が
土
砂
の

流
出
堆
積
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
が
平
地
に
泥
炭
地

の
乏
し

い
原
因
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

日
本

の
山
地

の
泥
炭

地
は

一
部

の
陸
化
型
、
地
下
水
酒
養
型

の
泥
炭
地
を
除
く
と
多
く
は

山
頂
、
山
稜
、
ゆ
る
や
か
な
山
腹
を
お
お
う
よ
う

に
発
達
し
た
泥
炭
地
で
あ
る
。

こ
の
タ
イ

プ

の
泥
炭
地
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
降
水
量

の
特
に
多

い
イ
ギ
リ

ス
諸
島
や

ノ
ル
ウ

ェ
ー
に
発

達
す
る
ブ

ラ
ン
ケ

ッ
ト
泥
炭
地

(
ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
あ

た
か
も
毛
布

で
お
お
う
よ
う
に
発

達
す
る
の
で
こ
の
名

が
あ
る
)
と
、
そ
の
規
模

こ
そ
ち
が
う

が
同
類
と
み
な
さ
れ
る
。

日
本

の
も

の
は
い
ず
れ
も
小

規
模
で
ほ
と
ん
ど
が
第
四
紀
火
山
に
あ
り
、
し

か
も
特
定

の
火
山
と

そ

の
周
辺
に
集
中
す

る

の
が
特
徴

で
あ
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
泥
炭
地
の
地
学
的
な
調
査
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な

い
が
、
泥
炭
層

の
厚
さ
は
断
片
的
な
情
報
に
よ
る
と
二

m
を
越
え
る

こ
と
は
少
な

い
よ
う

で
あ

る
。

こ
の
種
の
泥
炭
地

の
泥
炭

は
堆
積
速
度

が
著
し
く
小
さ

い
の

で
、
そ
の
起
源
は
意
外

に
古
く
、
八
甲
田
山
に
は

一
二
、
○
○
○
年
前

か
ら
形
成
さ
れ
て

い

る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
種
の
泥
炭
地
の
形
成
に
は
日
本

の
山
地
が
多
雪
地
帯
で
、
融
雪
水

が

山
地
の
表
土
を
過
飽
和

状
態

に
す
る
こ
と
が
主
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

温
帯

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
高
位
泥
炭
層

の
形
態
は
降
水
量

が
多

い
ほ
ど
ド
ー

ム
状
の
盛
り
上
り

に
乏
し
く
、
極
端

に
な

る
と
ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト
泥
炭

地
に
な
る
。

逆
に
降
水
量
が
少
な
く
な

る

と
ド
ー
ム
状
盛
り
上
り

は
顕
著

に
な
り
、
表
面
は
森
林

に
お
お
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

こ
の

よ
う

に
高
位
泥
炭
地

の
形
態

と
景
観
は
、
海
洋
性
気
候

と
大
陸
性
気
候

と
で
は
著
し
く
異
な

る
。
尾
瀬

ケ
原
の
最
近

の
地
学
的
研
究
に
よ
る
と
、
従
来
典
型
的
な
高
層
湿
原
と
み
ら
れ
て

い
た
中

田
代

の
ド
ー
ム
状
高
ま
り
は
、
実
は
河
成

堆
積
物

か
ら
な
る
泥
炭
層
基
盤
の
起
伏
を

反
映
し

た
見
か
け
の
ド

ー
ム
状
高
層

湿
原

で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
尾
瀬
ケ
原
湿
原
の
性

質
は
ど
ち
ら
か
と

い
う

と
ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト
泥
炭
地
に
近

い
。

こ
の
こ
と
は
尾
瀬
ケ
原
が
陸
化
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第1図 尾 瀬 ケ 原 中 田 代 の 南 北 断 面(Sakaguchieta1.,

:シ ル ト ・粘 土 、

1982を 簡 略 化)

1:泥 炭 、2:泥 炭 ・粘 土 ・シ ル ト ・砂 ・礫 の 五 層 、3

NR:沼 尻 川 、SR:下 の 大 堀 川 。

型

だ
と

い
う
俗
説
を
全
面

的

に
否
定
す

る
と
と
も
に

こ
こ
で
は
模
式
的
な
単
純

な
泥
炭
地
観
が
通
用
し
な

い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

(
第

一
図
)

日
本

の
泥
炭
地
に
ド
ー

ム
状
高
位
泥
炭
地

の
存
在

を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き

な

い
だ
ろ
う
。
ド
ー
ム
状

盛
り
上
り

の
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な

い
の
は
、
泥
炭
地

が
ま
だ
そ

の
段
階
ま
で
達

し

て
い
な

い
か
ら
だ
と

い

う
反
論
が
出
る
か
も
知

れ

な

い
。
し
か
し
少
な
く

と

も
現
在
の
気
候

が
続
く
限

り
、
そ

の
よ
う
な
泥
炭
地

に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

著
者
は
日
本

の
高
位
泥
炭

地
に
見
ら
れ
る
平
坦
に
近

い
形
態
も
、
ゆ
る
や
か
な

　

う

ね
り
も
、
と
も
に
降
水
量
が
き
わ
め
て
多

い
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
て
い
る
。

サ
ロ
ベ

ツ
泥
炭
地

の
周
辺
部

や
尾
瀬
ケ
原
に
は
リ

ュ
レ

(
泥
炭
地
に
で
き
る
小
規
模
な
浸
食
谷
、
空

中
写
真

で
は
血
管
の
よ
う
な

パ
タ
ー
ン
に
な

っ
て
み
え
る
。
幅

の
せ
ま

い
割

に
深

い
)
が
よ

く
発
達
し

て
い
る
が
、
リ

ュ
レ
の
発
達
は
降
水
の
豊
富
な
海
洋
性
気
候
地
域

の
泥
炭
地
の
特

徴

と
さ
れ
て
い
る
。

日
本

の
泥
炭
地
が
極
度

に
海
洋
性

の
気
候
地
域
の
泥
炭
地

の
特
性
を
も

っ
て
い
る
こ
と
は
、

高
木
に
乏

し
く
、
森
林
泥
炭
地
が
き
わ
め
て
稀
で
あ

る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
最
後

に
泥
炭
地
に
サ
サ
が
み
ら
れ
る

の
も
日
本

の
特
徴
で
あ
る
。

(東
大
理
学
部
教
授
)
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